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青葉通駅前エリアのあり方検討協議会
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１．これまでの検討状況と今後の進め方

２．社会実験
・日程、交通規制等
・空間イメージ
・コンテンツ＆プログラム
・広報
・利活用に関する効果検証
・交通処理に関する効果検証
・回遊性向上と公共交通機関の利用促進を目的としたマップ設置

３．第３回市民参画イベント

４．今後の予定



１．これまでの検討状況と今後の進め方
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交通処理WG（第６回）

・交通量調査実施項目

・交通量結果の分析内容

・社会実験実施計画図等

第４回 青葉通駅前エリアのあり方検討協議会（8/25）

・社会実験（利活用内容、効果検証、広報等）

利活用WG（第６回）（5/13）

【市民参画イベント】

・5/21 第２回市民参画イベント（予告）

【社会実験】

・概要（日程、体制、利活用イメージ等）

交通処理 利活用

▼ ▼

▼

▼

社会実験（9/23～10/10）
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第３回 青葉通駅前エリアのあり方検討協議会（7/15）

・社会実験（交通規制、利活用、効果検証、広報等）

利活用WG（第７回）（7/5）

【市民参画イベント】

・8/27 第３回市民参画イベント（予告）

【社会実験】

・体制、コンセプト（案）

・利活用イメージ案

・効果検証案

・広報案

▼

▼

交通処理WG（第７回）

・社会実験における交通量調査等

・.社会実験期間中の交通規制
・.規制・誘導・周知

▼

これまでの検討状況と今後の進め方（7/15 第３回協議会説明内容）



２．社会実験
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・日程、交通規制等
・空間イメージ
・コンテンツ＆プログラム
・広報
・利活用に関する効果検証
・交通処理に関する効果検証
・回遊性向上と公共交通機関の利用促進を目的としたマップ設置



目的、日程、実施内容
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◆目的

このエリアが将来も仙台の顔として多くの人を惹きつけ、他のエリアへと回遊を起点となるために

は、将来ビジョンの検討が必要であり、ビジョンの検討を進めるため、道路空間の利活用の効果、交

通への影響及び都心における回遊の創出検証を行うため

◆空間利活用の実施期間

Ｒ４年９月２３日（金）〜１０月１０日（月）の１８日間

※交通規制期間：Ｒ４年９月２０日 〜１０月１３日 早朝

※バス停移転日：R４年9月20日（火）

※バス停原状復旧日：R４年10月13日（木）

◆実施内容

車道を含む道路空間や沿道民地の利活用を実施し、来街者の過ごし方、
滞在時間、回遊状況、市民や出店者の意向等を把握

空間利活用

道路車線を規制した社会実験時の交通への影響・効果及び解決すべ
き課題等を把握するため、渋滞の発生状況や歩行者・自転車交通量、
人流ビックデータ等の調査を実施し、道路空間再構成の可能性や新
たな施設整備の必要性を検証

交通処理

社会実験
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社会実験

• 車線数の減少（北側4車線⇒3車線、南側4車線
⇒1車線）

• 一般車通行止め（路線バス・タクシーのみ通行
可）

• タクシー乗り場の一時休止
• EDEN前バス停を旧さくら野前、ほうげつビル前
に移転

【社会実験時の交通規制】

交通規制



体制
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青葉通駅前エリアのあり方検討協議会

将来ビジョン策定に向けて、
社会実験の検証結果・課題
等をフィードバック

社会実験 主催：仙台市
（協力：青葉通まちづくり協議会）

・利活用に関することは「社会実験準備事務局」を中心に検討

社会実験の実施に向けた、
提案・意見等

社会実験



利活用コンセプト

(※)

※人柄・人物・人格・器量・度量・器・品性など（「デジタル大辞泉」より）
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社会実験



空間イメージ
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社会実験



現時点のコンテンツプログラム
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社会実験

資料２、３ 参照

・単なるイベント空間を設けるのではない

⇒将来のプレイヤーの発掘、育成、まちづくりに誰もが関われる、考えていくきっかけを創出したい

⇒コンセプト「様々なひとが出会い、交流するきっかけをつくることで、このエリアが

仙台の顔として活気にあふれるまちになり、仙台、東北の新しい流れを生み出す」に基づくコンテンツを主に実施



広報
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社会実験

・専用ホームページ作成（市長記者会見以降順次更新）。HPの構成は下記のとおり。
・SNS（Instagram）も活用し、情報を発信



広報
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社会実験

・専用ホームページ、SNS以外では下記の媒体を活用し、交通処理関係を中心に広報を実施
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項目 実施内容 実施期間

渋滞対策

・特に混雑が予想される広瀬通、駅前通方面に向かう
車両が混雑を回避できるように、看板や横断幕を設置

・仙台駅周辺道路の渋滞を抑制するため、仙台駅方
面に向かう車両の迂回を促す看板を設置

・道路情報板（道路管理者、交通管理者）による混雑
予想区間の情報提供

・８月下旬～実験期間中
交通規制周知

・主要な交差点に看板や横断幕を設置し、交通規制内
容を周知
・道路案内標識の変更
・カーナビへの交通規制情報配信

・道路情報板（道路管理者、交通管理者）による交通
規制周知
・メディア（HP、ラジオ、新聞、WEB広告）を通じ、隣県も
含め情報発信
・地下鉄コンコースやバス停広告などに掲載

バス停の移転、タクシー
乗り場の一時休止の周
知

・バス停及びタクシー乗場付近に看板を設置し、移転
や一時休止を周知

・ペデストリアンデッキ上や周辺道路に看板等を設置し、
広域的に周知

バス、タクシー乗り場の
案内

・社会実験エリア周辺に看板や誘導員を設置し、バス
停やタクシー乗り場を案内 ・社会実験期間中

広報

社会実験
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渋滞対策

交通規制周知

看板

横断幕（歩道橋に設置）

看板

横断幕（歩道橋に設置）

道路案内標識

地下鉄仙台駅コンコースビジョン

バス停上屋型付き広告パネル

広報 イメージ

社会実験
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バス停移転、タクシー乗り場の周知

看板、WEB広告等

看板

広報 イメージ

社会実験



視点２ 多様な活動を
生み出していく
人中心のエリア

視点３ エリア価値
向上のために
挑戦するエリア

視点１ 仙台の顔としての
エリア

「顔（らしさ）」を浮かび上がらせる

「多様」を収集・分類化 「能動的」な活動・認識を
収集

効果検証の目標

エリアづくりに関する「３つの視点」を社会実験による効果から具体化していく

利活用に関する効果検証

社会実験
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調査の実施方法・実施時期

実験期間実験前 実験後

・SNSを活用した「青葉通り
らしさ」の収集（＃タグ投稿）

・社会実験の来訪の有無、情報発信
・日常時の来訪目的、手段、頻度
・来訪者の満足度（空間、取り組みの
趣旨）交通影響（安全性・利便性）
・

・社会実験での出店者、イベ
ント主催者側の満足度、運営
面での改善
・店舗の売り上げ、利用者数
・まちづくり協議会会員企業
への「働きたい」、学生への
「行きたい（活用したい）」

アンケート調査 アンケート調査

インタビュー調査

利用実態調査

アンケート調査

歩行者交通量調査

・アンケート調査の深堀
（日常との変化、回遊性、交流機会）

・青葉通
・ペデや地下通路等の接続部・周辺

利用実態調査

・活動観察調査 （アクティビ
ティ、居心地の良さ）

9/23 10/10

・活動観察調査
（アクティビティ、居心地の良さ）

社会実験
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利活用に関する効果検証



アンケート調査の調査項目案

種 別 設 問 案

１．基礎調査 年代、居住地、出身地、職種

２．期間中の来訪の有無 来訪の有無、来訪手段、来訪目的、（非来訪者）参加
しなかった理由

３．情報発信 社会実験の認知、コンテンツや情報発信の評価

４．日常時の来訪手段・目的・頻度 来訪頻度、来訪目的、交通手段

５．日常との変化 日常的な通行の変化

６．社会実験の満足度 社会実験の取組みに対する賛同、満足度、交流機会

７．安全性・利便性評価（交通処理） 車線規制、バス停移転

８．参画意向 参画意向の有無

社会実験
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利活用に関する効果検証



利用実態調査（アクティビティ調査）の概要

◇目的

社会実験期間前（日常時）と実験期間中の平日・休日における、来訪者による通

りの使い方（活動）の内容（時間、位置、行為）、把握し、利活用空間がもたらす活

動の多様性や空間との関係性を調査・分析を行う。

◇主な調査項目・方法

調査員による目視 ： 来訪者数、来訪者の活動種類、来訪者の位置

ビデオカメラによる計測 ： 来訪者の滞在時間

社会実験
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利活用に関する効果検証
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社会実験

調査項目

社会実験
前（休
日）
R4.9.4

社会実験前
（平日）
R4.9.6

社会実験
1週目
（平日）
R4.9.29

社会実験
2週目
（休日）
R4.10.2

社会実験
2週目①
（平日）
R4.10.4

社会実験
2週目②
（平日）
R4.10.6

社会実験
3週目
（休日）
R4.10.9

交通量調査、渋滞長・滞留長調査 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

走行経路分析 社会実験前・実験中（計1ケ月程度）を想定

旅行速度調査 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

歩行者・自転車交通量調査 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇

自転車走行空間に関する調査 〇 〇 ― ― ― 〇 〇

搬入車両調査 〇 〇 ― ― ― 〇 〇

タクシー状況調査 〇 〇 ― ― ― 〇 〇

路線バス運行状況調査(所用時間) ― 〇 ― ― ― 〇 ―

路線バス運行状況調査(バス発着状
況)

― 〇 ― ― ― 〇 ―

交通挙動調査 ― ― 〇 ― ― 〇 ―

DATE BIKE利用データ 社会実験前・実験中（計1ケ月程度）を想定

アンケート調査 社会実験中・社会実験後に実施（対象毎に設定）

人流ビッグデータ 社会実験前・実験中（計1ケ月程度）を想定
〇：調査実施、―：調査不要

【調査項目及び調査時期】※調査時期は天候等により変更となる可能性あり

交通量調査
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調査対象 調査目的 検証概要

一般車ドライバー

社会実験期間中の周辺道路の混雑状
況や影響、周知や規制方法のわかりやす
さなど、一般車ドライバーが走行性・安全
性についてどのように感じたか確認する。

【調査日】：社会実験期間中及び実験後に実施

【調査内容】：青葉通の通行頻度、通行目的、事前事後を比較
した感想等

【調査方法】：市政モニター、二次元コード等によるWebアンケー
ト、市HP活用等※利活用に関する効果検証と一緒に実施

バス・タクシー利用者

社会実験期間中の周辺道路の混雑状
況や遅延等の影響や利便性、バス待ち
環境等についてどのように感じたか確認す
る。

【調査日】：社会実験期間中及び実験後に実施

【調査内容】：利便性の変化、バス待ち環境（混雑等）、改善
点等

【調査方法】：二次元コード等によるWebアンケート、バス・タク
シー利用者へアンケート表を現地配布、市HP活用※利活用に関
する効果検証と一緒に実施

バス・タクシー運転手

社会実験期間中の周辺道路の混雑状
況や定時性への影響や利便性、走行
性・安全性についてどのように感じたか確
認する。

【調査日】：社会実験期間中及び実験後に実施

【調査内容】：利用者数、定時性や利便性の変化、改善点等

【調査方法】：各事業者にアンケート表を送付、運転手が記入後
回収

青葉通周辺のオフィ
スワーカー

社会実験期間中の周辺道路の混雑によ
る通勤時間や利便性に変化があったのか
確認する。

【調査日】：社会実験期間中及び実験後に実施

【調査内容】：通勤時間や利便性の変化、道路の混雑状況、改
善点等

【調査方法】：地元協議会を通じて配布

社会実験
アンケート調査/現地ヒアリング
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《目的》
青葉通仙台駅前エリアからの他エリアへの回遊促進
社会実験来訪者への公共交通機関の利用促進
《周知方法》
 社会実験エリア内に案内板を設置及びチラシ配布による周知
 二次元コード等によるWebを活用し周知

回遊性向上と公共交通機関の利用促進を目的としたマップ設置

社会実験

 この他にも、来訪者がDATE BIKEを利用し、青葉通仙台駅前エリアからの他エリアへの回遊を促進する
看板を作成。

作成中 作成中 作成中
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３．第３回市民参画イベント
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■第３回市民参画イベント「MACHITO SENDAI」開催概要

日 時： ８月２7日（土）１1：0０～１8：00

場 所： EDEN bar allegro

プ ロ グ ラ ム： 下表のとおり

目 的： 社会実験利活用者の意図を伝える、プレイヤーの発掘、育成

広 報： ホームページ、ローカルメディア等

内 容

第３回市民参画イベント
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■第３回市民参画イベント「MACHITO SENDAI」開催概要

当日のプログラム ※詳細は 資料４ 参照

第１部（11:00～12:30） 「仙台の香りってどんな香り？」
アットアロマ株式会社
宮城学院女子大学

第２部（13:00～14:00） 「人が集う空間づくりの秘訣」
株式会社NTTファシリティーズ東日本事業本部東北支店

第３部（14:10～15:10） 「学生目線で社会を良くする」
東北大学 学生団体 pompadour

第４部（15:20～16:20） 「まちを面白くする「音」の作り方」
木村真介（芝生ホリデイ発起人）
宮崎晃一郎（株式会社ミューシグナル 代表取締役）、
小笠原浩行（カンタービレジャパン代表）

第４部（16:30～17:30） 「焚き火を囲んで話をしよう」

大石豊（仙台たき火ティー 発起人）
根本 暁生（認定NPO法人 冒険あそび場－せんだい・みやぎネットワーク）
伊藤愛発（一般社団法人ONE TOHOKU HUB 理事）

内 容

第３回市民参画イベント



４．今後の予定

28



29

・10月～12月：効果検証の整理（分析、結果とりまとめ）
（人流ビックデータ取得は11月）

・R5.１月頃 WG開催。効果検証の速報版を報告

・R５．3月頃 協議会開催。効果検証の報告

今後の予定


